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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第117期

第１四半期連結
累計期間

第118期
第１四半期連結
累計期間

第117期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円） 52,152 54,690 221,413

経常利益（百万円） 865 1,318 5,241

四半期（当期）純利益（百万円） 114 918 2,072

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△1,332 871 △340

純資産額（百万円） 79,969 80,087 80,165

総資産額（百万円） 199,510 201,373 203,956

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
0.48 3.87 8.64

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 39.7 39.5 39.0

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。

２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含めていません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。

４．第117期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しています。

 

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

EDINET提出書類

トピー工業株式会社(E01230)

四半期報告書

 3/20



３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間は、東日本大震災による生産設備の損壊やサプライチェーンの寸断、原発事故の余波

を受けた電力供給の制約等により、鉱工業生産が低下いたしました。景気は、消費マインドの冷え込みによる個人

消費の鈍下が相俟って、低調に推移いたしました。

　このような状況下、当社グループは、生産性の向上及び固定費の適正水準管理等、あらゆるコスト改善諸施策に

より、強靭な収益構造の確立に邁進してまいりました。また、拡大する海外市場への対応にも取り組み、企業価値

の一層の向上に努めてまいりました。販売につきましては、顧客の生産調整の影響等を受けたものの、建設機械用

足回り部品が海外需要を中心として堅調に推移いたしました。その結果、売上高546億９千万円（前年同期比

4.9％増）、営業利益14億５千３百万円（前年同期比66.9％増）、経常利益13億１千８百万円（前年同期比52.4％

増）、四半期純利益９億１千８百万円（前年同期比698.6％増）を計上することができました。

　

　セグメントの業績は次のとおりです。

　

  　（鉄鋼事業）

　土木・建築向け鋼材需要は一時的に底入れの兆しが見られたものの、引き続き低迷いたしました。一方、自動車

・産業機械部品事業に供給する建設機械用足回り部品・ホイール向け鋼材需要は堅調に推移いたしました。ま

た、適正な販売価格の形成に努めてまいりました。その結果、売上高は168億１千３百万円（前年同期比0.2％

減）、営業利益は９億２千５百万円（前年同期比113.1％増）を計上することができました。

　

  　（自動車・産業機械部品事業）

　建設機械業界につきましては、東日本大震災の影響を受けたものの、新興国でのインフラ整備や資源開発等の海

外需要が引き続き好調に推移いたしました。一方、自動車業界は、サプライチェーンの寸断により国内生産台数は

大幅な減少となりました。このような状況下、当社グループにおきましては、鉱山向け超大型ホイール及び建設機

械用足回り部品の海外需要が増加するとともに、徹底的なコスト管理に継続して取り組んでまいりました。その

結果、売上高は345億２千４百万円（前年同期比7.7％増）、営業利益は12億２千６百万円（前年同期比0.9％増）

となりました。

　

  　（その他）

　電力卸供給事業、屋内外サインシステム事業、化粧品等に使われる合成マイカの製造販売、LEDディスプレー及び

クローラーロボットの製作販売、土木・建築事業、「トピレックプラザ」（東京都江東区南砂）等の不動産賃貸、

スポーツクラブ「OSSO」の運営等を行っており、売上高は33億５千２百万円、営業利益は２億７千万円となりま

した。

　

　　（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等は次

のとおりであります。

　

１）基本方針の内容の概要

　当社は上場会社であるため、当社の株式は、株主・投資家の皆様によって自由に取引ができるものです。したが

いまして、当社は、当社の株式に対する大規模な買付行為につきましても、これを一概に否定するものではありま

せん。大規模な買付行為の提案に応じるべきか否かの判断は、当社の経営を誰に委ねるべきかという問題に関連

しますので、最終的には、個々の株主の皆様の自由な意思によってなされるべきであると考えます。

　しかしながら、近年、わが国の資本市場においては、対象となる企業の経営陣との協議や合意のプロセスを経る

ことなく、いわば敵対的に、突如として一方的に大規模な株式の買付行為を強行するといった動きが顕在化しつ

つあります。このような一方的な大規模な買付行為の中には、株主の皆様に対して当該買付行為に関する十分な

情報が提供されず株主の皆様に株式の売却を事実上強要するおそれがあるものや、株主の皆様が当該買付行為の

条件・方法等について検討し、また、当社取締役会が代替案の提示等を行うために必要かつ十分な時間を確保す

ることができないもの、その他真摯に合理的な経営を行う意思が認められないもの等当社の企業価値ひいては株

主の皆様の共同の利益を著しく損なう買付行為もあり得るものです。

　当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業理念、当社の企業価値の様々な源泉及び

当社を支える各利害関係者との信頼関係を十分に理解した上で、当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利

益を中長期的に確保し、又は向上させることを真摯に目指す者でなければならないと考えております。したがい

まして、上記のような当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を著しく損なう大規模な買付行為を行う

者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えます。

EDINET提出書類

トピー工業株式会社(E01230)

四半期報告書

 4/20



　

２）基本方針の実現に資する特別な取り組みの概要

当社は、多数の投資家の皆様に中長期的に継続して当社に投資していただくため、当社の企業価値ひいては株

主の皆様の共同の利益を向上させるための取り組みとして、下記Ⅰの企業価値の源泉を踏まえた企業価値向上へ

の取り組み及び下記Ⅱのコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方に基づくコーポレート・ガバナン

スの充実のための取り組みを実施しております。これらの取り組みの実施を通じて、当社の企業価値ひいては株

主の皆様の共同の利益を向上させ、それを当社の株式の価値に適正に反映させていくことにより、上記のような

当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を著しく損なう大規模な買付行為は困難になるものと考えら

れ、これらの取り組みは、上記１）の基本方針に資するものであると考えております。

　Ⅰ　企業価値の源泉を踏まえた企業価値向上への取り組み

　当社は、大正10年の創業以来、永年にわたり「鉄をつくり、鉄をこなす」をキーワードとして、独創的な技術を

育ててまいりました。時代に応じて「鉄」に力強い生命を与え続け、現在では自動車用ホイール・建設機械足

回り部品等複数の事業分野で世界トップレベルのシェアを有し、特色ある地位を確立しております。当社事業

の最大の特色は、「素材から製品までの一貫生産」にあります。素材部門であるスチール事業部の製品を元に、

加工部門であるプレス事業部及び造機事業部が独自の技術による高付加価値製品を生産しております。また、

コア事業である金属加工以外の科学分野に挑戦するサイエンス事業部が、新たな収益の柱の創出に取り組んで

おります。当社の企業価値の源泉は、それぞれの事業部門が培ったノウハウを複数の事業部門が共有すること

によってつくり上げた独創性あふれる技術・技能と、それを用いた高付加価値製品にあります。そして、これら

企業価値の源泉の根幹には、鉄を中心とする金属に関し創業以来蓄積してきた技術力・開発力、個々の従業員

が有する経験・ノウハウとそれらを育み伝承する企業文化・経営方針、取引先をはじめとするステークホル

ダーからの厚い信頼等があります。

　現在、当社を核とする当社グループの事業分野は、素材、モータリゼーション、国土開発・都市建設、電力、流

通、スポーツ・レジャー、リサイクル、運輸、サービスと多岐にわたっており、人々の生活の様々な局面において

なくてはならない存在として、広く社会に貢献しております。「素材から製品までの一貫生産」にとどまらず、

当社グループが社会と一体となって、よりよい社会のために、各事業分野において新しい動きを生み出す企業

姿勢を表したコーポレートメッセージ「One-piece Cycle」を定め、事業活動を通じ、さらなる企業価値の向上

に取り組んでおります。

　当社は、これまで幾多の構造改革に取り組み、さらに長期的あるべき姿に向かって中長期連結経営計画

「MS-2003」、「MS-2007」を推進してまいりました。しかしながら、推進中に世界経済が急激な悪化局面となっ

たため、収益への影響を最小限に抑えるべく、緊急諸施策及び経営改善計画を実行してまいりました。現在、激

動する経営環境を踏まえた上で、中期連結経営計画を策定中です。当社グループ一丸となって、価値ある企業で

在り続けるよう取り組み、さらなる競争力強化と企業価値向上を図ってまいります。

　以上のように、当社は、企業価値の向上に向けて継続的に諸施策等に取り組んでおります。今後も「トピー工

業グループの存続と発展を通じて、広く社会の公器としての責務を果たし、内外の信頼を得る。」というグルー

プ基本理念を礎に、顧客・ユーザーの満足を得られる高品質で価格競争力のある商品を提供することで、社会

の発展に寄与し、また、適時・適切な情報開示、地域社会への貢献、地球環境問題への積極的な取り組み等を通

じて、企業として社会的責任を果たしていくことにより、当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を

一層高めていきたいと考えております。

　Ⅱ　コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

　コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及びコーポレート・ガバナンスに関する施策の実施状況

につきましては、前事業年度の有価証券報告書「第４　提出会社の状況　６　コーポレート・ガバナンスの状況

等　（１）　コーポレート・ガバナンスの状況」をご参照下さい。

　

３）基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するため

の取り組みの概要

当社は、当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を確保し又は向上させることを目的として、いわゆ

る買収防衛策(以下「本対応方針」といいます。)を導入しております。

　本対応方針の概要は、当社の株券等を20％以上取得しようとする大規模買付者に対して、大規模買付行為に関す

る必要な情報の事前の提供、取締役会によるその内容の評価・検討等に必要な時間の確保等、本対応方針に定め

る大規模買付ルールに従うことを求め、大規模買付者が大規模買付ルールに従わない場合や、大規模買付ルール

に従っても当該大規模買付行為が当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を著しく損なうものである

と明白に認められる場合に対抗措置を発動できるとするものです。

　本対応方針の内容の詳細につきましては、当社ホームページ(http://www.topy.co.jp/files/default/1275871

185.pdf)をご参照下さい。

　

４）上記２）の取り組みについての取締役会の判断
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当社は、多数の投資家の皆様に中長期的に継続して当社に投資していただくため、当社の企業価値ひいては株

主の皆様の共同の利益を向上させるための取り組みとして、上記２）の取り組みを実施しております。上記２）

の取り組みの実施を通じて、当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を向上させ、それを当社の株式の

価値に適正に反映させていくことにより、上記のような当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を著し

く損なう大規模な買付行為は困難になるものと考えられ、上記２）の取り組みは、上記１）の基本方針に資する

ものであると考えております。

　したがいまして、上記２）の取り組みは上記１）の基本方針に沿うものであり、株主の皆様の共同の利益を損な

うものではなく、また、当社の役員の地位の維持を目的とするものではないと考えております。

　

５）上記３）の取り組みについての取締役会の判断

上記３）の取り組みは、十分な情報の提供と十分な検討等の時間の確保の要請に応じない大規模買付者及び当

社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を著しく損なうと明白に認められる大規模買付行為を行い又は

行おうとする大規模買付者に対して、対抗措置を発動できることとしています。

　したがいまして、上記３）の取り組みは、これらの大規模買付者による大規模買付行為を防止するものであり、

上記１）の基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止

するための取り組みであります。また、上記３）の取り組みは、当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益

を確保し又は向上させることを目的として、大規模買付者に対して、当該大規模買付者が実施しようとする大規

模買付行為に関する必要な情報の事前の提供及びその内容の評価・検討等に必要な時間の確保を求めるために

実施されるものです。さらに、上記３）の取り組みにおいては、株主意思の重視(株主総会決議による導入、株主意

思確認総会による発動及びサンセット条項（注）)、合理的かつ客観的な対抗措置発動要件の設定、特別委員会の

設置等の当社取締役会の恣意的な判断を排し、上記３）の取り組みの合理性を確保するための様々な制度及び手

続が確保されているものであります。

　したがいまして、上記３）の取り組みは上記１）の基本方針に沿うものであり、株主の皆様の共同の利益を損な

うものではなく、また、当社の役員の地位の維持を目的とするものではないと考えております。
　

　　　　注　買収防衛策の導入後、定期的に株主総会の承認を確保する条項をいいます。
　

　　（３）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、３億８千９百万円です。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 883,000,000

計 883,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月10日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 240,775,103 240,775,103

東京証券取引所市場第一部

大阪証券取引所市場第一部

名古屋証券取引所市場第一部

単元株式数

1,000株

計 240,775,103 240,775,103 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成23年４月１日～　

平成23年６月30日
－ 240,775 － 20,983 － 18,528

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしています。

①【発行済株式】

平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    3,642,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  235,979,000 235,979 －

単元未満株式 普通株式    1,154,103 － －

発行済株式総数 240,775,103 － －

総株主の議決権 － 235,979 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれています。

２．「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれています。

②【自己株式等】

 平成23年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式） 　                 

トピー工業株式会社
東京都品川区大崎

一丁目２番２号
3,542,000－ 3,542,000 1.47

（相互保有株式） 　                 

北越メタル株式会社
新潟県長岡市蔵王

三丁目３番１号
100,000 － 100,000 0.04

計 － 3,642,000－ 3,642,000 1.51

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しています。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,853 19,263

受取手形及び売掛金 47,490 44,857

商品及び製品 14,386 16,646

仕掛品 4,316 4,295

原材料及び貯蔵品 8,932 8,063

繰延税金資産 2,383 2,762

その他 4,789 4,681

貸倒引当金 △45 △37

流動資産合計 101,106 100,532

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 70,406 70,567

減価償却累計額 △46,009 △46,491

建物及び構築物（純額） 24,396 24,075

機械装置及び運搬具 151,658 152,144

減価償却累計額 △123,193 △124,391

機械装置及び運搬具（純額） 28,465 27,752

土地 18,261 18,270

リース資産 1,005 1,014

減価償却累計額 △95 △113

リース資産（純額） 909 900

建設仮勘定 766 507

その他 30,433 30,647

減価償却累計額 △28,593 △28,976

その他（純額） 1,840 1,671

有形固定資産合計 74,640 73,178

無形固定資産

その他 555 624

無形固定資産合計 555 624

投資その他の資産

投資有価証券 23,132 22,586

繰延税金資産 1,798 1,759

その他 2,803 2,770

貸倒引当金 △80 △77

投資その他の資産合計 27,653 27,038

固定資産合計 102,849 100,841

資産合計 203,956 201,373
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 38,549 36,776

短期借入金 25,666 26,728

1年内償還予定の社債 3,300 3,000

リース債務 71 72

未払法人税等 1,169 644

資産除去債務 18 －

その他 8,805 10,074

流動負債合計 77,580 77,295

固定負債

社債 13,900 13,900

長期借入金 18,829 17,607

リース債務 834 824

繰延税金負債 308 188

退職給付引当金 5,650 6,048

役員退職慰労引当金 876 773

定期修繕引当金 731 354

資産除去債務 260 260

負ののれん 114 57

その他 4,703 3,976

固定負債合計 46,210 43,991

負債合計 123,790 121,286

純資産の部

株主資本

資本金 20,983 20,983

資本剰余金 18,824 18,824

利益剰余金 45,299 45,269

自己株式 △859 △859

株主資本合計 84,247 84,217

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 937 728

繰延ヘッジ損益 1 △7

為替換算調整勘定 △5,686 △5,471

その他の包括利益累計額合計 △4,747 △4,750

少数株主持分 665 620

純資産合計 80,165 80,087

負債純資産合計 203,956 201,373
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 52,152 54,690

売上原価 45,134 46,812

売上総利益 7,017 7,877

販売費及び一般管理費 6,146 6,423

営業利益 871 1,453

営業外収益

受取利息 9 10

受取配当金 203 227

負ののれん償却額 57 57

その他 246 105

営業外収益合計 516 401

営業外費用

支払利息 260 245

持分法による投資損失 209 198

その他 52 91

営業外費用合計 522 535

経常利益 865 1,318

特別利益

固定資産売却益 1 22

適格退職年金終了益 86 －

その他 0 1

特別利益合計 87 24

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 0 16

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 175 －

その他 6 6

特別損失合計 183 22

税金等調整前四半期純利益 769 1,320

法人税等 595 453

少数株主損益調整前四半期純利益 173 866

少数株主利益又は少数株主損失（△） 58 △51

四半期純利益 114 918
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 173 866

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,631 △192

繰延ヘッジ損益 △11 △9

為替換算調整勘定 130 223

持分法適用会社に対する持分相当額 5 △16

その他の包括利益合計 △1,506 5

四半期包括利益 △1,332 871

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,411 915

少数株主に係る四半期包括利益 78 △44
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

　

　

　　【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しています。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

　保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関からの借入等に対し、

債務保証を行っています。

　保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関からの借入等に対し、

債務保証を行っています。

779百万円 706百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりです。

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　 　

減価償却費       2,492百万円

負ののれんの償却額       57百万円
 

減価償却費       2,364百万円

負ののれんの償却額       57百万円
 

　　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月21日

取締役会
普通株式 480百万円 2.0円 平成22年３月31日平成22年６月８日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月24日

取締役会
普通株式 948百万円 4.0円 平成23年３月31日平成23年６月８日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

鉄鋼
自動車・
産業機械
部品

計

売上高        

外部顧客への売

上高
16,84032,04848,8883,26352,152 － 52,152

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

4,972 － 4,972 － 4,972△4,972 －

計 21,81232,04853,8613,26357,124△4,972 52,152

セグメント利益 434 1,2151,649 88 1,738 △867 871

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電力卸供給、屋内外サ

インシステム、合成マイカ、クローラーロボット、不動産の賃貸及びスポーツ施設の運営事業などを

含んでいます。

　　　２．セグメント利益の調整額△867百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△867百万円

です。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社本社の管理部門に関わる費用です。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

鉄鋼
自動車・
産業機械
部品

計

売上高        

外部顧客への売

上高
16,81334,52451,3373,35254,690 － 54,690

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

5,631 － 5,631 － 5,631△5,631 －

計 22,44534,52456,9693,35260,322△5,631 54,690

セグメント利益 925 1,2262,151 270 2,421 △968 1,453

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電力卸供給、屋内外サ

インシステム、合成マイカ、クローラーロボット、土木・建築、不動産の賃貸及びスポーツ施設の運

営事業などを含んでいます。

　　　２．セグメント利益の調整額△968百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△968百万円

です。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社本社の管理部門に関わる費用です。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 0円48銭 3円87銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 114 918

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 114 918

普通株式の期中平均株式数（千株） 240,232 237,198

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

　

　　

（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（重要な子会社の設立）

　当社は、平成23年７月28日開催の取締役会において、以下のとおり子会社を設立することを決議しました。

　

（１）設立の目的

　当社は、中国における現地調達率の向上と履帯需要の拡大に対応するために、新たに青島ハイテク産業開発区に

子会社（トピー履帯（中国）有限公司）を設立し、新工場を建設することとしました。

（２）子会社の概要

①名称：東碧履帯（中国）有限公司

　（日本語名称） トピー履帯（中国）有限公司

　（英語名称） TOPY UNDERCARRIAGE (CHINA) CO.,LTD.

②所在地：中華人民共和国青島ハイテク産業開発区

③代表者の役職・氏名：董事長　望月　淳夫

　　　　　　　　　　（当社取締役造機事業部長、青島トピー機械有限公司董事長）（予定）

④事業内容：建設機械足回り部品の製造販売

⑤資本金：60億円

⑥出資比率：当社　100％

⑦設立時期：2011年８月（予定）
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２【その他】

平成23年５月24日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議しました。

 （イ）剰余金の配当による配当金の総額・・・・・948百万円

 （ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・４円00銭

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成23年６月８日

 （注）平成23年３月31日現在の株主名簿に記載された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月10日

トピー工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 村山　憲二　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 麻生　和孝　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているトピー工業株式会社

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、トピー工業株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しています。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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